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序論
人工股関節全置換術(THA)術後のインプラント周囲の変化として骨密度低下が
あり,そ鰯因子③一つに大腿骨にかかる応力の減少があげられる．異なる機種の
大腿骨ステムを用いてTHAを施行した場合,大腿骨にかかる応力も異なることが
予想され,術後の大腿骨骨密度変化にも違いが生じることが考えられる。本研究
ではZweymuller型ステムとｆｉｔａｎｄｆｉｌｌ型ステム鰯２種類について,実際のＴＨＡ
施行症例の術後ＣＴデータをもとに症例ごとのモデルを作成し､荷重に伴う応力
分布を比較した．また各症例の術前CTデータについても同様にして有限要素解
析を行い,手術前後での応力の変化を比較した．さらに各症例において術後１年
にわたり経時的に骨密度を計測し,応力分布と骨密度変化②関連性について検
討した。
対象と方法
Zweymuller型およびｆｉｔａｎｄｆｉｌｌ型ステムを用いたTHA症例２０例(各群１０例）
を対象とした．性別は全例が女'性で,手術時平均年齢はZweymuller型ステム群
が６２．６歳（54～７２歳），ｆｉｔａｎｄｆｉｌｌ型ステム群が64.2歳（57～６９歳）であ
った．診断はZweymuller型ステム群が変形性股関節症１０例,ｆｉｔａｎｄｆｉｌｌ型ス
テム群が変形性股関節症８例,大腿骨頭壊死症２例であった．
術前および術後７日目に撮影したＣＴデータより大腿骨およびインプラントの３
次元モデルを作成し,片脚立位を想定した境界条件を与えて有限要素解析を行
った。各症例の手術前モデルおよび手術後モデルにおいて,Gruenの大腿骨Ｚｏｎｅ
分類に準じた各領域における相当応力値を算出し,ｚＧｎｅごとに２群間で比較した．
また手術側の大腿骨骨密度をｚＤｎ６ごとにDEXA法を用いて測定した。計測時期
は術前および術後１週，３，６，１２，カ月とし,その経時的変化と応力分布との関
連を検討した。
結果
手術前モデルでは２群問の各ｚｃｎｅでの相当応力に有意差はなかった。手術後
モデルでは２群ともにzone4で応力が最も大きくzonelにかかる応力が最も小
さかった｡zGne4ではZweymuller型ステム群の応力が有意に大きく,zone7では
ｆｉｔａｎｄｆｉｌｌ型ステム群の応力が有意に大きかった(P＜005)。zone7鰯骨密度
はZweymuller型群，ｆｉｔ＆ｆｉｌｌ型群ともに術後経時的に低下しておりその減
少率は術後１年までZweymuller型群で有意に大きかった（P＜ＵＯ５），zDne4に
おいても２群ともに骨密度は術後に低下しており,その減少率は術後３カ月まで
はｆｉｔａｎｄｆｉｌｌ群で有意に大きかったが(P＜0.05),術後６カ月以降は２群間で
有意差を認めなかった．
zone7では各症例の相当応力値と術後１年での骨密度減少量との間に相関関係を
認めた（R＝Ｍ３､Ｐ＜0.05)．
考察
Zweymuller型ステム便用例では大腿骨近位の相当応力が有意に減少しているこ
とから,Zweymuller型ステム群ではｆｉｔａｎｄｆｉｌｌ型ステム群に比して術後経過
とともに大腿骨近位の骨密度が低下することが予測された。術後１年間の経時
的な骨密度測定により,術後２群ともに大腿骨近位の骨密度が低下し,その減少
率はZweymuller型ステム群で有意に大きいことがわかった．大腿骨近位での相
当応力が小さい群でより大腿骨近位の骨密度が低下しており,ＴＨＡ後のストレス
シールデイングに伴って大腿骨近位の骨密度が低下するという過去の研究を指
示する結果であったと考えられる．また大腿骨遠位の骨密度減少率は術後３カ
月まではｆｉｔａｎｄｆｉｌｌ群で有意に大きかったが,術後６カ月以降は２群間で有
意差蓬認いなかった．この結果は応力分布から予測される骨密度変化とは異な
っており,応力分布以外の骨密度変化に影響を与える因子についても検討が必
要と考えられた．
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